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自己紹介
牛島 清豪 ［HN:SAYGO］
1969年　12月5日生、41歳　佐賀県鳥栖市出身
1993年　熊本大学文学部地域科学科民俗学コース卒
1994年　佐賀新聞社入社　　事業部（4年）販売部（5年）営業企画室（2年）

　　　　　経営企画室（1年）デジタル戦略チーム（4年）
2004年　ブログを書き始める
2005年　ミクシィ、グリーに参加。SNS×地域メディアの可能性を感じる
2006年　新聞社初のSNSをオープン
2007年　佐賀県とワンストップ型地域サービスポータルの共同研究に参画

2010年　佐賀新聞社を退職、㈱ローカルメディアラボ設立

ローカルメディアコンサルタント・ソーシャルメディアプランナー
クロスメディアプランナー・九州テレコム振興センター（KIAI）主任研究員



裏・自己紹介
佐賀　応援団長　ロックンロール　ECHOES　ARB　熊本大学　日本民俗学 

バンド活動　焼鳥屋　酒　詩人　アメリカンバイク　SION　PUNK　JackKerouac　

ArthurRimbaud　庚申講　他界観　手塚治虫　火の鳥　百億の昼と千億の夜　

ぎょうせい　新聞　世界炎の博覧会　販売担当員　再販　Internet　Marketing　

PhilipKotler　OSS　統計学　広告　ｆｉｔ＋α　Blog　SNS　ネットは新聞を殺す
のか　P.F.Drucker　市場調査　メディアビジネス　地域メディア　
コミュニケーションデザイン　起業　ローカル　地域情報化



会社紹介

次世代型の地域メディア構築
ウェブサービス開発

メディアコンサルティング
各種プロモーション企画

テレビ
ラジオ

CGM
「誰でもメディア」

新聞
雑誌

フリーペーパー

自治体サービス

様々な
ウェブサービス

株式会社ローカルメディアラボ

情報と情報、情報と人、人と人を、最適につなぐのがミッション



メディアとは

情報の発信と受信のなかだちをするもの。媒介。



Portfolio



PORTAL
NEWS
LIFE-STYLE
COMMUNITY



ゲーム機を授業で活用した企画

お題は、、、

有⽥田⼯工業⾼高校デザイン科



紙媒体
×

ウェブサイト



キーワード

• 生活者参加型の企画
• クロスメディアプロモーション
• 情報の周りのコミュニケーションに注目
• シチュエーションに合わせた情報伝達
• 既存ウェブサービスとのアライアンス



情報革命



情報革命とは

情報革命とは、情報技術

の発展によって、社会や

生活が変革することであ

る。情報技術との関係性

から、IT革命、情報技術

革命ともいう。
wikipediaより引用



情報革命で人を幸せに

我々が何のために事業をしているのか、何を成した

いのかを短い言葉で表せば、「情報革命で人々を幸

せにしたい」につきます。

ソフトバンク「新30年ビジョン」より引用



多様な価値

情報革命により、人間は、本来の多様なライフスタ

イルに戻っていく、むしろ、これまでとは、比べら

れないほどの多様な価値を一人一人が享受し、認め

合う世界になると考えています。

チームラボ「情報革命の本質」より引用



誰でもメディアの時代

ブログ SNS 掲示板 Twitter
個人も簡単にメディアが持てる

政府・自治体・企業などの諸団体
政府インターネットTV 自治体・企業は独自HP展開

メディアはプロが運営するもの

インターネットがその概念を変えた！

情報発信で、みんなでメディアを作っていく！
世の中に積極的に関わっていけるという実感！



ソーシャルメディア



マスメディア

テレビ・新聞・ラジオ・雑誌



マスメディア

・情報発信者と受信者が明確に別れている
・不特定多数に対して均一な情報を届ける
・情報発信はプロの仕事

・情報は単方向での伝達



新しいスタイルのメディア

公園でおしゃべりするようなスタイルのメディア



新しいスタイルのメディア

・誰もが情報発信者になりうる
・双方向型のコミュニケーションがある
・ユーザー同士がつながりやすい仕掛けがある

みんなが知恵を出し合うことで、新しい情報価値を生み出す

Social Media
ソーシャルメディア



コミュニケーションをベースにした

ボトムアップ型のメディアデザイン

これからのメディアづくりに必要な観点

メディアビジネス・次世代マーケティング

にも必要な視点



地域における

ソーシャルメディア活用



活用のポイント

• 情報の「向き」を考える
• グローバル化とハイパーローカル
• 端末、シチュエーションを考える
• 外部ウェブサービスを活用する
• コミュニケーション



情報の向きを考える

地域

全国・世界

情報発信者



情報の向きを考える

地域

全国・世界

地域内
コミュニケーション活性化

外に向けた情報発信

外からの参加・アクセス

ICTを使いこなすことで
変化が起こる



ハイパーローカル

県域・行政区

全国

グローバルメディアの両極化
ウェブが可能にした

イノベーター・アーリーアダプ

ターがソーシャルメディアでユー

ザー体験を重ねているフェーズ

リアル・クローズド

グローバルとハイパーローカル



情報端末とシチュエーション

情報を探したくなるのはパソコンの

前にいるときだけではない。
Google Ten Thingsより



外部ウェブサービスの活用

情報の効果的な拡散と循環をデザインする。

その中に、ソーシャルメディアの「つながり」、

ソーシャルグラフを組み込んでいく。

Twitter YouTube Flickr Foursquare Facebook



事例紹介



SNS発のカフェ

鹿児島テレビ「NikiNiki」



SNSでの商品開発

佐賀新聞ひびのコミュニティ×竹下製菓



地域資源を世界に

四国新聞×Facebook



位置情報にコンテキストを

メディア×Foursqare



エコでしょ

佐賀県の太陽光普及啓発キャンペーン　Twitter連動型



おわりに



誰に届けたい情報なのか？

何をつなごうとしているのか？

人を幸せにすることができるか？



ご清聴ありがとうございました

saygo.ushijima@lm-labs.com

090-9496-8433

@SayGo2011


